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第 1章 計画の基本的な考え方 

1．計画策定の背景 

当町では、平成 30 年３月に「第４次菰野町障がい者福祉計画」、令和３年３月に「第６期

菰野町障がい福祉計画」、「第２期菰野町障がい児福祉計画」を策定し、『すべての人が、さ

さえあう、住みよい福祉のまち 菰野町』を基本理念として、障がい福祉施策の取組を進め

てきました。 

この間、国においては、平成 30 年以降、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

援するための法律（以下、「障害者総合支援法」という。）や児童福祉法、障害者の雇用の促

進等に関する法律、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（以下、「障害者差

別解消法」という。）を改正し、令和元年には視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関

する法律、令和３年には医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律、令和４年

には障害者による情報の取得及び利用並びに意思疎通に係る施策の推進に関する法律

（以下、「障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法」という。）が施行さ

れ、障がい者施策の充実と多様化が進んでいます。 

また、三重県においても、国の動きや、県内の障がいのある人を取り巻く現状と課題

を踏まえ、令和５年度に「みえ障がい者共生社会づくりプラン」が改定されました。 

このような国や県の情勢のなかで、本計画は、「第４次菰野町障がい者福祉計画」、「第６

期菰野町障がい福祉計画」、「第２期菰野町障がい児福祉計画」が令和５年度末に終了とな

ることから、関連する計画や法令を踏まえて、障がいのある人の地域生活を支える障害福

祉サービスの量的にも質的にも一層の充実を図るため、また、当町の障がい者施策を総合

的かつ計画的に推進するものとして策定するものです。 
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７．防災・防犯 

基本方針 

災害等の緊急時において、障がい者の安全を確保できるよう、障がい者に対して防災知

識や災害に関する情報提供を行います。また、避難行動要支援者の情報を整備し、平常時

から障がい特性などについての理解浸透を図り、地域住民とともに適切な災害支援を提

供する体制づくりを強化します。 

障がい者を狙った犯罪被害から障がい者を守るため、警察や関係機関と連携し、防犯知

識の周知や犯罪被害の発生を未然に防ぐ取組等を推進します。 

 

取り組み内容 

（１）防災体制の整備 

○ 災害時において避難を要する状況に置かれた場合、障がいがあっても、安全で安心した

避難生活が送れるよう、「障がい者のための災害時避難ガイドブック」の利用を促進す

るとともに、障がいに応じた支援を受けられる環境整備に取り組みます。 

○ 避難行動要支援者名簿を整備するとともに、要支援者一人ひとりの避難方法等が事前に

記載された計画作成の進捗に努め、災害発生時に配慮が必要な障がい者の緊急避難支援

や安否確認等、障がい者の安全確保に向けた体制の強化に取り組みます。 

（２）防犯対策の推進 

○ 犯罪被害を未然に防止するため、警察や関係機関と連携して防犯に関する情報を町広報

紙に掲載するなど、障がいのある人やその家族、地域での防犯意識の高揚を図ります。 

○ 三重県消費生活センター等の関係機関と連携し、消費者トラブルを防ぐため、障がい者

からの相談に対して迅速に対応できるよう、相談体制の充実に努めます。 
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（２）日中活動系サービス、訓練系・就労系サービス 

第 6 期計画の実績 

生活介護は、利用人数は計画値とほぼ同数で利用日数はやや下回って推移しています。 

自立訓練は、四日市障害保健福祉圏域内に社会資源が少ないこと、また、一定期間の

サービス利用のため、令和 3 年度は利用実績があったもののそれ以降は利用実績がない

状況です。 

就労継続支援(Ａ型)は、一般就労が困難な障がいのある人に、雇用契約に基づく就労

の機会を提供するサービスとして設けられています。令和５年度において、就労継続支

援(Ａ型)の指定を受けた事業所は、町内に２か所あります。利用者数は計画値を上回っ

て推移しており、利用日数、利用者数ともに増加傾向にあります。 

就労継続支援（Ｂ型）は、一般就労が困難な障がいのある人に、雇用契約を結ばずに

就労の機会を提供するサービスとして設けられています。令和５年度において、就労継

続支援(Ｂ型)の指定を受けた事業所は、町内に３か所あります。令和４年度以降は計画

値を上回って推移しており、利用日数、利用者数ともに増加傾向にあります。 

 

見込量設定の考え方 

短期入所については、障がい者を支援する家族のレスパイト（一時的な休息）等の目

的により利用希望は増大しているため、これまでの実績や実情を考慮し、サービス量を

見込みました。 

療養介護については計画値を下回っており、令和５年度の利用実績を踏まえサービス

量を見込みました。 

生活介護については、これまでの実績を踏まえた上で、新規利用者等を考慮して、サ

ービス量を見込みました。 

自立訓練については、利用実績は高くないものの、実績による利用動向を踏まえ、今

後も継続的な利用があるものと推定し、月間利用者数を１人と見込みます。 

就労選択支援については、障がいのある人の希望や能力に合う仕事探しを支援し、関

係機関との橋渡しを行うサービスとして令和 6 年度に新設されます。現段階では具体的

なサービス内容等が不明のため、令和７年度から段階的に利用が進むものと見込みます。 

就労移行支援については、新規利用者の動向や一般就労へ移行する人、就労継続支援

へ移行する人の動向、企業の障がい者雇用への取組の動向等を考慮して、サービス量を

見込みました。 

就労継続支援（Ａ型）、（Ｂ型）については、地域での生活への移行が進むことや生活

の自立をめざす人の増加が見込まれることから、更なる需要の高まりが予想され、サー

ビス量を見込みました。 

就労定着支援については、令和４年度において０人であったものの令和５年度は計画

値を上回っており、令和５年度の利用実績を踏まえサービス量を見込みました。 

 







 



 



 







 

















 







 



 





 

  





 



 



 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


